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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第２四半期連結
累計期間

第64期
第２四半期連結
累計期間

第63期

会計期間
自　2020年３月１日
至　2020年８月31日

自　2021年３月１日
至　2021年８月31日

自　2020年３月１日
至　2021年２月28日

売上高 （千円） 1,707,516 1,824,976 3,666,503

経常利益又は経常損失（△） （千円） △1,562 89,846 182,787

親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）

（千円） △27,312 41,441 △62,945

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △39,503 47,440 △72,746

純資産額 （千円） 3,410,612 3,349,387 3,377,183

総資産額 （千円） 7,087,069 6,879,038 6,841,442

１株当たり四半期純利益又は１株当

たり四半期（当期）純損失（△）
（円） △46.21 70.12 △106.50

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 48.1 48.7 49.4

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △77,303 14,148 287,061

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △94,498 △50,975 △99,135

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 392,859 162,013 △24,151

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 506,583 574,498 449,303

 

回次
第63期

第２四半期連結
会計期間

第64期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自　2020年６月１日
至　2020年８月31日

自　2021年６月１日
至　2021年８月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 60.50 131.38

（注）１　売上高には消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

３　第64期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。また、第63期及び第63期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

４　株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)の導入に伴い、１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期（当期）純損失の

算定に用いられた普通株式の期中平均株式数は、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式

を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大の影響によ

り、断続的な緊急事態宣言の発出や、まん延防止等重点措置の適用地域拡大がなされるなど、経済活動が制限され

た状態で推移いたしました。一方で同ウイルスに対するワクチン接種が本格化し、政府による各種政策の効果やワ

クチン接種が先行した諸外国経済の改善もあり、景気の持ち直しが期待されるものの、未だ感染収束の時期が見通

せず、先行き不透明な状況が続いております。

当学習塾業界におきましては、昨年のコロナ禍を機に、オンライン授業や映像授業などのデジタルを活用した学

習サービスが普及する中、感染防止対策の徹底を講じた上で通塾に対する制限が緩和され、従来の対面型授業にオ

ンライン学習支援を併用した新たなビジネスモデルの構築が進展しております。

このような状況下において、当社グループは、引き続き全教室の感染防止対策を徹底し、生徒と保護者が安心し

て通塾できる環境作りに注力すると共に、映像授業（ＬＭＳ）コンテンツの充実により、一層の自宅学習支援を

図ってまいりました。さらに、従来の昴ＬＭＳにＡＩ技術を搭載し、生徒の学習効果の向上を検証するプロジェク

トを新設いたしました。

事業展開としては、教室運営と人的資源の効率的運用を図るため、2021年３月に玉里校（鹿児島県鹿児島市）を

近隣の教室に統廃合いたしました。また、契約期間満了により同月に玉名校（熊本県玉名市）を閉校いたしまし

た。

生徒構成においては、今夏の九州地域における感染拡大の影響が懸念されましたが、春の新年度開始時期に続

き、夏のスクーリングにおいても全部門とも前年実績を上回る結果となりました。また、例年の昴合宿に代わり実

施された集中トレーニングについても、前年実績を上回る動員結果となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,824百万円（前年同四半期比6.9％増）、営業利益は76百万

円（前年同四半期は営業損失10百万円）、経常利益は89百万円（前年同四半期は経常損失１百万円）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は41百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失27百万円）となりまし

た。

 

当社グループは、学習塾事業の単一セグメントであり、セグメントごとの経営成績は記載しておりませんが、部

門別売上高は以下のとおりとなりました。

幼児・小学部は481百万円（前年同四半期比5.5％増）、中学部は894百万円（前年同四半期比4.8％増）、個別指

導部は89百万円（前年同四半期比8.1％増）、高等部は株式会社タケジヒューマンマインドを含め275百万円（前年

同四半期比16.9％増）、その他合宿収入等83百万円（前年同四半期比6.0％増）となりました。

 

②財政状態

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ37百万円増加して6,879百万円となりまし

た。流動資産は前連結会計年度末に比べ89百万円増加して713百万円、固定資産は前連結会計年度末に比べ51百万

円減少して6,165百万円となりました。

流動資産増加の主な要因は、現金及び預金が増加したことによるものであります。

固定資産減少の主な要因は、有形固定資産の減価償却と建物等の除却によるものであります。

（負債の部）

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ65百万円増加して3,529百万円となりまし

た。流動負債は前連結会計年度末に比べ173百万円減少して1,215百万円、固定負債は前連結会計年度末に比べ238

百万円増加して2,313百万円となりました。

流動負債減少の主な要因は、未払法人税等が減少したことによるものであります。

固定負債増加の主な要因は、長期借入金が増加したことによるものであります。
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（純資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ27百万円減少して3,349百万円と

なりました。

主な要因は、配当金の支払いによる利益剰余金の減少によるものであります。

 

(2）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

125百万円増加し574百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は14百万円（前年同四半期は77百万円の使用）

となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は50百万円（前年同四半期は94百万円の使用）

となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果得られた資金は162百万円（前年同四半期は392百万円の獲

得）となりました。これは主に長期借入れによる収入が長期借入金の返済による支出を上回ったことによるもので

あります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の重要な会計方針及び見積りの記載について重要な変更はありません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,500,000

計 1,500,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年８月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2021年10月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 693,576 693,576

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

株主としての権利内容に制

限のない、標準となる株式

であり単元株式数は100株

であります。

計 693,576 693,576 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2021年６月１日～

2021年８月31日
－ 693,576 － 990,750 － 971,690
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（５）【大株主の状況】

  2021年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

有限会社学友社 鹿児島県鹿児島市城西２－22－15 246 39.36

株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）
東京都中央区晴海１－８－12 36 5.74

株式会社鹿児島銀行

（常任代理人　株式会社日本カ

ストディ銀行）

鹿児島県鹿児島市金生町６－６

（東京都中央区晴海１－８－12）
31 4.95

株式会社南日本銀行 鹿児島県鹿児島市山下町１－１ 21 3.41

西　村　道　子 鹿児島県鹿児島市 20 3.32

西　村　　　秋 鹿児島県鹿児島市 20 3.30

昴取引先持株会 鹿児島県鹿児島市加治屋町９－１ 20 3.22

昴社員持株会 鹿児島県鹿児島市加治屋町９－１ 10 1.60

株式会社宮崎銀行 宮崎県宮崎市橘通東４－３－５ 9 1.44

三菱UFJ信託銀行株式会社

（常任代理人　日本マスター

トラスト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１－４－５

（東京都港区浜松町２－11－３）
9 1.44

計 － 424 67.78

（注）株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)の導入に伴い、信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が当社株

式を36千株所有しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 66,600

完全議決権株式（その他） 普通株式 623,400 6,234 －

単元未満株式 普通株式 3,576 － －

発行済株式総数  693,576 － －

総株主の議決権  － 6,234 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)の導入に伴い、株式会社日本

カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式36,000株(議決権360個)及び証券保管振替機構名義の株式

200株（議決権２個）が含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式４株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2021年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社 昴
鹿児島市加治屋町９番１号 66,600 － 66,600 9.60

計 － 66,600 － 66,600 9.60

(注) 株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)の導入に伴い、信託財産として株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が所有する当

社株式36,000株は上記自己名義所有株式数には含まれておりません。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年６月１日から2021

年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年３月１日から2021年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、監査法人かごしま会計プロフェッションによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 491,051 605,072

営業未収入金 23,665 23,455

有価証券 165 339

教材 37,264 18,752

貯蔵品 1,210 1,648

その他 71,799 64,967

貸倒引当金 △633 △516

流動資産合計 624,524 713,721

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,824,004 1,799,912

土地 3,193,144 3,193,144

その他（純額） 85,935 97,343

有形固定資産合計 5,103,084 5,090,400

無形固定資産 123,394 113,445

投資その他の資産   

繰延税金資産 373,465 354,113

投資不動産（純額） 274,849 273,893

その他 342,124 333,464

投資その他の資産合計 990,439 961,472

固定資産合計 6,216,918 6,165,317

資産合計 6,841,442 6,879,038

負債の部   

流動負債   

買掛金 48,088 6,697

1年内返済予定の長期借入金 647,265 665,102

未払金 73,893 45,862

未払法人税等 117,367 38,019

前受金 148,051 180,604

賞与引当金 85,722 68,406

ポイント引当金 36,945 39,891

資産除去債務 14,235 －

その他 217,807 171,332

流動負債合計 1,389,377 1,215,917

固定負債   

社債 50,000 50,000

長期借入金 990,368 1,215,966

退職給付に係る負債 827,133 828,750

株式給付引当金 68,602 74,257

長期未払金 87,882 87,882

その他 50,894 56,876

固定負債合計 2,074,880 2,313,733

負債合計 3,464,258 3,529,651
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  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 990,750 990,750

資本剰余金 971,690 971,690

利益剰余金 1,954,838 1,921,043

自己株式 △515,939 △515,939

株主資本合計 3,401,339 3,367,544

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △6,362 △6,564

退職給付に係る調整累計額 △17,792 △11,592

その他の包括利益累計額合計 △24,155 △18,156

純資産合計 3,377,183 3,349,387

負債純資産合計 6,841,442 6,879,038
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

売上高 1,707,516 1,824,976

売上原価 1,398,616 1,464,448

売上総利益 308,900 360,528

販売費及び一般管理費 ※ 319,814 ※ 283,978

営業利益又は営業損失（△） △10,914 76,549

営業外収益   

受取利息 4 3

有価証券利息 1,692 1,742

受取配当金 1,034 1,081

受取家賃 7,167 7,380

受取手数料 5,750 6,248

その他 1,288 1,791

営業外収益合計 16,938 18,247

営業外費用   

支払利息 2,342 2,442

社債関係費 976 25

減価償却費 1,757 1,181

租税公課 1,162 999

その他 1,346 301

営業外費用合計 7,586 4,950

経常利益又は経常損失（△） △1,562 89,846

特別利益   

固定資産売却益 3,767 170

特別利益合計 3,767 170

特別損失   

固定資産除却損 483 4,651

投資有価証券評価損 4,954 －

補助金返還損 － 2,336

特別損失合計 5,437 6,987

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△3,233 83,029

法人税、住民税及び事業税 8,968 24,869

法人税等調整額 15,110 16,718

法人税等合計 24,079 41,588

四半期純利益又は四半期純損失（△） △27,312 41,441

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△27,312 41,441
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △27,312 41,441

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 12,976 △201

退職給付に係る調整額 △25,168 6,200

その他の包括利益合計 △12,191 5,999

四半期包括利益 △39,503 47,440

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △39,503 47,440

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

 

EDINET提出書類

株式会社昴(E04941)

四半期報告書

12/19



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△3,233 83,029

減価償却費 63,531 91,998

のれん償却額 5,877 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,124 10,538

ポイント引当金の増減額（△は減少） 21,810 2,945

株式給付引当金の増減額（△は減少） 3,724 5,655

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,117 △17,316

受取利息及び受取配当金 △1,038 △1,085

支払利息 2,342 2,442

有価証券利息 △1,692 △1,742

投資有価証券評価損益（△は益） 4,954 －

有形固定資産売却損益（△は益） △3,767 △170

有形固定資産除却損 483 4,651

売上債権の増減額（△は増加） △1,068 209

たな卸資産の増減額（△は増加） 14,667 18,073

仕入債務の増減額（△は減少） △2,754 △41,390

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,551 △11,169

未払金の増減額（△は減少） △32,209 △26,755

前受金の増減額（△は減少） 50,750 32,552

その他 △60,711 △36,904

小計 46,977 115,562

利息及び配当金の受取額 2,780 2,846

利息の支払額 △2,403 △2,448

法人税等の支払額 △124,657 △101,811

営業活動によるキャッシュ・フロー △77,303 14,148

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △30,000 △30,000

定期預金の払戻による収入 27,000 41,000

有形固定資産の取得による支出 △23,767 △68,012

有形固定資産の売却による収入 29,207 170

投資有価証券の取得による支出 △3,785 △1,798

投資有価証券の償還による収入 10,000 10,000

投資不動産の取得による支出 △1,910 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の

取得による支出
△116,469 －

長期貸付金の回収による収入 39,080 －

無形固定資産の取得による支出 △23,854 △2,335

投資活動によるキャッシュ・フロー △94,498 △50,975

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 820,000 620,000

長期借入金の返済による支出 △396,366 △376,565

社債の発行による収入 50,000 －

リース債務の返済による支出 △5,713 △6,395

配当金の支払額 △75,060 △75,026

財務活動によるキャッシュ・フロー 392,859 162,013

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 221,054 125,194

現金及び現金同等物の期首残高 285,529 449,303

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 506,583 ※ 574,498
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【注記事項】

（追加情報）

（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の影響の考え方）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の影

響の考え方）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定について重要な変更はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

 
 前第２四半期連結累計期間
（自 2020年３月１日
　　至 2020年８月31日）

 当第２四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日
　　至 2021年８月31日）

広告宣伝費 72,241千円 75,420千円

ポイント引当金繰入額 21,810 2,945

役員報酬 43,100 51,000

給料手当 46,618 50,399

賞与 6,608 8,200

賞与引当金繰入額 5,275 5,721

退職給付費用 2,643 2,781

減価償却費 5,733 5,436

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2020年３月１日
至 2020年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日
至 2021年８月31日）

現金及び預金 579,997千円 605,072千円

ＭＭＦ（有価証券） 2 339

預入期間が３か月超の定期預金 △73,417 △30,913

現金及び現金同等物 506,583 574,498
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年８月31日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月27日

定時株主総会
普通株式 75,241 120 2020年２月29日 2020年５月28日 利益剰余金

（注）2020年５月27日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、ESOP信託口が保有する当社の株式に対する配当

金4,320千円が含まれております。

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

２　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年８月31日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月26日

定時株主総会
普通株式 75,236 120 2021年２月28日 2021年５月27日 利益剰余金

（注）2021年５月26日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、ESOP信託口が保有する当社の株式に対する配当

金4,320千円が含まれております。

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

２　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年８月31日）

当社グループは、学習塾事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年８月31日）

当社グループは、学習塾事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年３月１日
至　2020年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年３月１日
至　2021年８月31日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失

（△）
△46円21銭 70円12銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

△27,312 41,441

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

△27,312 41,441

普通株式の期中平均株式数（千株） 591 590

（注）1　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。また、前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2　株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の導入に伴い、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式

は、１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上、普通株式の期中平均株式数の計算におい

て控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、

前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間それぞれ36,000株であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

 2021年10月７日
 

株式会社昴
 

 取締役会　御中  

 

 監査法人　かごしま会計プロフェッション  

 鹿児島県鹿児島市  

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 酒　　匂　　康　　孝　　㊞

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 東　　　　　和　　宏　　㊞

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社昴の

2021年３月１日から2022年２月２８日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年６月１日から2021年８月31

日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年３月１日から2021年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社昴及び連結子会社の2021年８月31日現在の財政状態並びに同

日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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